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　３月３日１６時より、４月１日以降の新賃金要求申し入れ第１回交渉が開催されました。

第１回交渉では、組合側からの要求趣旨説明を行い、その後若干の意見交換を行いました。

①昨年 12 月の「政労使会議」では、「デフレからの脱却に向けて、一致協力して取り

　組むとの認識」から、「労使は、各企業の経営状況に即し、経済情勢や企業収益、物

　価等の動向も勘案しながら十分な議論を行い、企業収益の拡大を賃金上昇につなげて

　いく」としている！

＜組合側が主張した賃上げ要求趣旨説明概要＞

②国労が取り組んだ「賃金と生活実態アンケート調査」の結果では、昨年よりも毎月の

　赤字額が増えている、また今の生活程度については「不満足」「やや不満足」の回答

　が約６割に達している！

③ＪＲ東日本の第３四半期決算では、２期連続の増収増益。第３四半期としては経常利

　益、四半期純利益とも過去最高をあげており、社員に還元するべきだ！

④ＪＲ東日本の内部留保は３兆円を超えており、「１０，０００円」と「所定昇給額に３％

　の消費税増税分」からなる国労要求に応える能力は十分にある！


